
第６０号
平成３１年３月２０日
吾妻教育事務所

吾妻郡町村教育委員会連絡協議会

教 育 あ が つ ま
ＨＯＴ ＮＥＷＳ

幼児の遊びを充実させるためのカンファレンスの工夫
東吾妻町立さかうえこども園では、幼児の遊びを充実させるための効果

的なカンファレンスを目指し、カンファレンスシート（計画用と評価・反
省用）を活用しています。その結果、環境の構成や援助について共通理解
しやすくなり、３学年が連携した保育の実践につながっています。
その結果、次のような幼児の姿が増えてきました。

計画用シート 評価・反省用シート

○環境構成やねらいを図式化することで、準備の仕方や幼児の動きがイメージしやすくなった。
○他学年の幼児へのかかわり方や担任の意図がわかり、援助の面で連携しやすくなった。
○担任間で様々な意見や考えを出し、聞き合うことができるようになった。その結果、自分とは
違った考えに触れ、援助の仕方を考え合えるようになった。

○幼児の実態の捉え方や共通理解が深まり、実態と計画につながりがもてた。また、幼児の
育ちにとって必要な援助を考えることができ、援助の質的な向上につながった。

カンファレンスシートを活用することで

①環境の構成図・育てたい力
②この遊びの中で経験させたいこと
③必要な道具・材料（最初に出しておく環境）
④幼児が自分で工夫できること（場所・道具・材料）
⑤特に意識したい幼児とその対応（共通理解）

⑥実際に経験できた項目、姿を線で結び計画と比較
⑦遊びの振り返り、幼児の姿・経験・課題等
⑧反省点や課題について考えられる理由
⑨解決のための新たな環境・材料・アイディア
（環境の再構成）
⑩評価・反省後の保育の姿や結果（次の計画につなげる）
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歳児毎の育てたい力を明確
に示し、どの遊びや環境で経
験できるか線で結んでいます

評価・反省で出てきたことを再構成につなげています

次の計画につなげています

３学年分を１枚のシートに表現し
ていることは、連携のしやすさは
もちろん、先生方の負担軽減にも
つながっています

共通理解や協働、
人材育成の場に
もなっています

⑨

・友達とぶつかり合うことも経験しながら遊ぶ姿
・自分で好きな遊びを見付け、様々な友達とかかわって遊ぶ姿
・遊びがうまく進まなくても諦めずに伝え合い、話し合おうとする姿

○実践の紹介


